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令和２年７月から８月の議会の主な取り組みをご紹介します。
     　 ※各取り組みについては、新型コロナウイルスの感染防止に配慮して実施しました。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
議
会
の
取
り
組
み

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定　

■
代
表
者
会
議
で
の
検
討

　

 　
６
月
29
日
、
議
長
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に
つ
い
て
提
案
が

あ
り
、
７
月
13
日
、
各
会
派
よ
り
提
案
に
対
す
る
意
見
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

 　
８
月
４
日
、
議
会
改
革
推
進
会
議
に
お
い
て
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
策
定
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

■�

議
会
改
革
推
進
会
議
役
員

会
で
の
検
討

　

 　

８
月
19
日
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

の
導
入
な
ど
議
会
の
機
能
維

持
の
視
点
を
加
え
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に

向
け
、
今
後
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
を
設
置
し
検
討
し
て

い
く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

県
の
対
応
状
況
確
認

■
全
員
協
議
会
で
の
聴
き
取
り

　

 　
８
月
19
日
、
県
当
局
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
に
向
け
た
『
三
重
県
指
針
』
ver.
３
」
や
三

重
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
「
緊
急
警
戒
宣
言
」、
医
療
体

制
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
県
の
情
報
発

信
の
在
り
方
や
宿
泊
療
養
施
設
の
運
用
等
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
早
急
な
審
議
・
可
決

■
第
３
回
緊
急
会
議
を
開
催

　

 　
８
月
28
日
に
提
出
さ
れ
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
や
医
療
提
供
体
制
の
強
化
、
資
金
繰
り
支

援
の
拡
大
、
販
路
開
拓
支
援
等
直
ち
に
必
要
と
な
る
経
費

に
係
る
補
正
予
算
約
１
８
１
億
円
に
関
す
る
議
案
に
つ
い

て
審
議
・
可
決
し
ま
し
た
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
最
新
の
情
報
は
県
議

会
お
よ
び
三
重
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
８
月
４
日
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
お
よ
び
各
行
政
部
門
別

常
任
委
員
会
か
ら
知
事
に
対
し
、
次
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。

1
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　

 　
医
療
体
制
及
び
感
染
防
止
対
策
の
充
実・強
化
を
は
じ
め
、

事
業
と
雇
用
を
守
る
た
め
の
事
業
者
支
援
や
地
域
経
済
対
策

そ
の
他
県
民
生
活
へ
の
支
援
等
の
対
策
の
充
実
・
強
化
を
図

る
こ
と
。

2
み
え
県
民
力
ビ
ジ
ョ
ン
・
第
三
次
行
動
計
画

　

 　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
社
会
へ
の
影
響
が
見
通

せ
る
こ
と
と
な
っ
た
時
点
で
、
計
画
の
記
載
内
容
を
追
加
・

修
正
す
る
な
ど
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
を
検
討
す
る

こ
と
。

3
財
源
の
確
保

　

 　
今
後
の
補
正
予
算
及
び
来
年
度
当

初
予
算
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
新

し
い
生
活
様
式
や
価
値
観
、
さ
ら
に

は
「
み
え
モ
デ
ル
」
で
示
さ
れ
た
視

点
を
踏
ま
え
て
事
業
精
査
を
行
う
と

と
も
に
、
議
会
に
お
け
る
予
算
審
議

の
際
に
は
事
業
精
査
の
判
断
理
由
に

つ
い
て
も
示
す
こ
と
。

「
令
和
２
年
版
成
果
レ
ポ
ー
ト
」
に
基
づ
く

今
後
の
「
県
政
運
営
」
等
に
関
す
る
申
し
入
れ

環
境
生
活
農
林
水
産
常
任
委
員
会

県
内
調
査
を
実
施

　
当
委
員
会
で
は
、
生
活
文
化
行
政
の
推
進
、
環
境
保
全
の

推
進
、
廃
棄
物
対
策
、
農
林
水
産
業
の
振
興
な
ど
に
つ
い
て
、

審
査
・
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
20
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
県
内

農
林
水
産
業
へ
の
影
響
を
把
握
す
る
た
め
、
松
阪
市
に
お
い

て
、
需
要
の
減
退
に
よ
り
在
庫
が
増
加
し
て
い
る
松
阪
牛
へ

の
影
響
に
つ
い
て
、
市
内
の
生
産
農
家
を
調
査
す
る
と
と
も

に
、
松
阪
牛
に
携
わ
る
市
内
の
食
肉
事
業
会
社
で
構
成
さ
れ

る
事
業
協
同
組
合
で
は
、
松
阪
牛
の
流
通
へ
の
影
響
や
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
７
日
に
は
尾

鷲
市
で
、
同
じ
く
影
響
の
大

き
い
水
産
業
の
状
況
を
把
握

す
る
た
め
、
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
や
水
産
加
工
等
を
行

う
企
業
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
ほ
か
、
養
殖
マ
ダ
イ

の
販
路
拡
大
に
取
り
組
ん
で

い
る
流
通
事
業
者
の
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

生産農家での調査の様子

差
別
解
消
を
目
指
す
条
例
検
討
調
査

特
別
委
員
会
を
開
催

医
療
保
健
子
ど
も
福
祉
病
院
常
任
委
員
会

県
内
調
査
を
実
施

　
三
重
県
議
会
で
は
、
様
々
な
差
別
の
解
消
に
向
け
、
既
存

の
条
例
と
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
新
た
な
条
例
制
定
も
視
野

に
入
れ
、
調
査
・
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
13
日
の
委
員
会
で
は
、
公
益
財
団
法
人
反
差
別
・
人

権
研
究
所
み
え
の
松
村
元
樹
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
を
参
考

人
と
し
て
招
致
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
わ

る
差
別
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
聴
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
７
月
31
日
の
委
員
会
で
は
、
武
蔵
野
大
学
の
佐
藤
佳
弘
名

誉
教
授
を
参
考
人
と
し
て
招
致
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
差
別
や
人
権
侵
害
の
現
状
な
ど

に
つ
い
て
聴
き
取
り
を
行
っ
た
ほ

か
、
こ
れ
ま
で
の
参
考
人
か
ら
の

聴
き
取
り
を
ふ
ま
え
た
委
員
間
討

議
を
行
い
ま
し
た
。

　
８
月
24
日
の
委
員
会
で
は
、
部

落
解
放
同
盟
三
重
県
連
合
会
の
松

岡
克
己
執
行
委
員
長
ほ
か
２
名
の

方
を
参
考
人
と
し
て
招
致
し
、
部

落
差
別
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
聴

き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
で
は
、
医
療
・
介
護
行
政
の
推
進
、
保
健
衛
生

行
政
の
推
進
、
子
ど
も
・
青
少
年
の
育
成
、
社
会
福
祉
・
社

会
保
障
の
推
進
、
病
院
事
業
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て
、
審
査・

調
査
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
26
日
、
保
健
環
境
研
究
所
で
は
、
地
域
に
お
け
る
科

学
的
、
技
術
的
中
核
機
関
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
患
者
を
把
握
す
る
た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
て

お
り
、
検
査
体
制
の
状
況
や
そ
の
他
調
査
研
究
に
関
す
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
公

立
・
公
的
医
療
機
関
等
の
経

営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
医
療

提
供
体
制
の
確
保
に
向
け

て
、
現
状
の
課
題
や
今
後
の

公
立
・
公
的
医
療
機
関
等
が

担
う
役
割
の
変
化
な
ど
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

参考人招致（７月 31 日）の様子保健環境研究所での調査の様子

議会改革推進会議役員会の様子
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テ
レ
ビ
中
継
　

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

三
重
県
議
会
定
例
会

今
後
の
日
程
（
予
定
）

　
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
日
程
（
予
定
）
は
次
の
と

お
り
で
す
。

10
月
２
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

 

　
　
５
日　
予
算
決
算
常
任
委
員
会 

　
　
６
日　
全
員
協
議
会 

　
　
７
～
９
日
、
12
日　

　
　
　
　
　
各
常
任
委
員
会
及
び
分
科
会 

　
　
15
日　
予
算
決
算
常
任
委
員
会 

　
　
　
　
　
代
表
者
会
議

　
　
16
日　
本
会
議
（
代
表
質
問
）

 

　
　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
19
日　
本
会
議
（
採
決
・
議
案
上
程
） 

　
　
　
　
　
予
算
決
算
常
任
委
員
会 

　
　
22
日　
全
員
協
議
会 

　
　
　
　
　
予
算
決
算
常
任
委
員
会 

　
　
23
日　
予
算
決
算
常
任
委
員
会 

　
　
28
日　
予
算
決
算
常
任
委
員
会（
決
算
総
括
質
疑
）

　
　
　
　
　

 

　
　
29
日
、
30
日　

　
　
　
　
　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
各
分
科
会 

11
月
６
日　
代
表
者
会
議　

　
　
13
日　
予
算
決
算
常
任
委
員
会 

　
　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会 

　
　
20
日　
本
会
議
（
採
決
・
議
案
上
程
） 

　
　
26
日　
本
会
議
（
議
案
質
疑
） 

　
　
30
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

 

12
月
２
日
、
４
日　

　
　
　
　
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

 

　
　
７
日
、
８
日　

　
　
　
　
　
予
算
決
算
常
任
委
員
会 

　
　
９
～
11
日
、
14
日　

　
　
　
　
　
各
常
任
委
員
会
及
び
分
科
会 

　
　
17
日　
予
算
決
算
常
任
委
員
会 

　
　
18
日　
代
表
者
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会

　
　
21
日　
本
会
議
（
採
決
） 

※ 

こ
の
日
程
は
、
令
和
２
年
９
月
４
日
現
在
の
予
定
で
す
。

最
新
の
情
報
は
、
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
議
会
の

日
程
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
７
月
17
日
、
和
歌
山
県
岩
出
市
に
お
い
て
、
和
歌
山
県
、

奈
良
県
、
三
重
県
の
三
県
議
会
に
よ
る
、
紀
伊
半
島
三
県

議
会
交
流
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、「
過
疎
地
域
の
持
続
的
な
発
展
」
と
「
大

規
模
広
域
防
災
拠
点
の
整
備
」
の
二
つ
の
議
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
過
疎
地
域
の
持
続
的
な
発
展
」
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
失
効
後
の
新
た
な
過

疎
対
策
に
係
る
制
度
の
充
実

を
国
に
要
望
し
て
い
く
こ
と
、

「
大
規
模
広
域
防
災
拠
点
の
整

備
」
に
つ
い
て
は
、
防
災
拠

点
の
整
備
・
活
用
や
イ
ン
フ

ラ
の
強
化
な
ど
の
防
災
対
策

を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
必

要
な
財
源
の
確
保
な
ど
を
国

に
要
望
し
て
い
く
こ
と
が
合

意
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
定
例
月
会
議
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
「
地
方
財
政

の
充
実
及
び
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
お
よ
び
「
肉
用
牛

肥
育
経
営
安
定
交
付
金
制
度
（
牛
マ
ル
キ
ン
）
に
係
る

交
付
金
の
算
定
方
法
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」
を
、

７
月
１
日
に
議
長
が
国
に
提
出
し
、
要
望
の
実
現
を
働
き

か
け
ま
し
た
。

　

三
重
県
議
会
で
は
、
県
政
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
解

決
を
求
め
る
意
見
書
を
、
衆
議

院
議
長
お
よ
び
参
議
院
議
長
の

ほ
か
、
内
閣
総
理
大
臣
お
よ
び

関
係
大
臣
に
提
出
す
る
と
と
も

に
、
県
選
出
の
国
会
議
員
に
参

考
送
付
し
、
要
望
の
実
現
を
働

き
か
け
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
三
重
県
議
会
で
は
、
県
議
会
の
し
く
み
や
活
動
を
、
新

聞
大
の
大
き
な
紙
面
で
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
た
め

「
み
え
県
議
会
新
聞
」
を
年
２
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
７
日
に
発
行
し
た
最
新
号
で
は
、
各
委
員
会
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
議
会
の

取
り
組
み
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
各
公
共
施

設
等
に
も
配
架
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
・
拡
大
防
止

の
た
め
、
議
事
堂
で
の
傍
聴
に
代
え
て
、
極
力

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
等
で
の
ご
視
聴
を
お
願
い

し
ま
す
。
議
事
堂
で
傍
聴
さ
れ
る
場
合
に
は
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
間
隔
を
空
け
て
の
着
席
に
つ
い

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
14
回
紀
伊
半
島
三
県
議
会
交
流
会
議
に

出
席

意
見
書
を
国
へ
提
出

「
み
え
県
議
会
新
聞
」発
行
の
お
知
ら
せ

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
委
員
会
に
出
席

熊
本
県
議
会
へ
義
援
金
を
贈
呈

県内調査の様子

第９回検討会の様子第 8 回調査会（Web 会議）の様子

　
７
月
１
日
、
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
の
各
委
員
会
が
、

東
京
都
の
都
道
府
県
会
館
に
て
行
わ
れ
、
日
沖
議
長
は
副
委

員
長
を
務
め
る「
農
林
水
産
環
境
委
員
会
」と
、所
属
す
る「
地

方
自
治
委
員
会
」
に
出
席
し
、
所
管
行
政
に
関
す
る
説
明
を

受
け
た
後
、
定
例
総
会
に
提
出
す
る
議
案
の
協
議
等
を
行
い

ま
し
た
。

　
７
月
14
日
に
開
催
予
定
で
あ
っ

た
定
例
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
及
び
豪
雨
災

害
の
状
況
を
踏
ま
え
て
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
７
月
15
日
に

は
各
委
員
会
の
役
員
か
ら
要
望
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
13
日
に
開
催
し
た
代
表
者
会
議
に
お
い
て
、
令
和
２

年
７
月
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
熊
本
県
議
会
に
20
万
円

の
義
援
金
を
、
議
員
の
拠
出
に
よ
り
送
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
７
月
15
日
、
三
重
県
議
会
議
員
一
同
名
で

熊
本
県
議
会
の
池
田
和
貴
議
長
宛
に
目
録
を
お
送
り
す
る
と

と
も
に
、「
熊
本
県
南
豪
雨
義
援
金
」
の
口
座
に
振
込
を
行
い

ま
し
た
。

農林水産環境委員会の様子 第 1 回勉強会の様子

会議の様子意見書提出の様子

　

大
学
教
授
な
ど
外
部
の
有
識
者
８
名
を
委
員
と
し
た

「
選
挙
区
及
び
定
数
に
関
す
る
在
り
方
調
査
会
」で
は
、「
人

口
減
少
・
地
方
創
生
時
代
に
お
け
る
県
議
会
の
在
り
方
や

果
た
す
べ
き
役
割
」
と
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
「
三
重
県
議

会
の
議
員
の
定
数
及
び
選
挙
区
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
28
日
に
開
催
し
た
第
８
回
調
査
会
で
は
、
県
議
会

議
員
の
地
域
代
表
性
に
つ
い
て
協
議
し
た
上
で
、
座
長
か

ら
示
さ
れ
た
最
終
報
告
書
の
骨
子
に
つ
い
て
委
員
間
で
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
31
日
に
開
催
し
た
第
９
回
調
査
会
で
は
、

座
長
か
ら
示
さ
れ
た
最
終
報
告
書

の
素
案
に
つ
い
て
委
員
間
で
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

　
最
終
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
調
査
会
で
協
議
を
重
ね
、

本
年
10
月
を
目
途
に
取
り
ま
と
め

が
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
予
定

で
す
。

※ 

調
査
会
の
各
回
の
会
議
録
、
概
要

及
び
資
料
等
は
、
県
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

選
挙
区
及
び
定
数
に
関
す
る
在
り
方

調
査
会
を
開
催

　
三
重
県
議
会
で
は
、
三
重
県
産
材
利
用
促
進
に
関
す
る

条
例
検
討
会
を
設
置
し
、
条
例
の
制
定
に
向
け
た
調
査
お

よ
び
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
に
は
、
少
人
数
の
委
員
に
よ
る
調
査
も
含
め
、
合

わ
せ
て
４
回
の
県
内
調
査
を
実
施
し
、
県
内
の
県
産
材
利

用
に
関
わ
る
現
場
の
実
態
や
課
題
等
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
８
月
３
日
の
第
９
回
検
討
会
で
は
、
県
内
調
査
の
結
果

報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
条
例
の
理
念
的
な
部
分
に
つ
い

て
「
た
た
き
台
」
を
も
と
に
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
８
月
21
日
の
第
10
回
検
討
会
で
は
、
引
き
続
き
条
例
の

理
念
的
な
部
分
に
つ
い
て
の
協
議
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
条
例
案
提
出
に
向
け
て
、
先
進
条
例
制
定
県
等

の
調
査
も
ふ
ま
え
、
丁
寧
に
議
論
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

三
重
県
産
材
利
用
促
進
に
関
す
る
条
例

検
討
会
を
開
催

　

７
月
13
日
、
一
般
社
団
法
人Publitech

代
表
理
事
、
福

島
県
磐
梯
町
Ｃ
Ｄ
Ｏ
（
最
高
デ
ジ
タ
ル
責
任
者
）
の
菅
原
直

敏
氏
を
講
師
に
、「
自
治
体
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）の
推
進
に
つ
い
て
」と
題
し
て
、

第
１
回
目
の
議
員
勉
強
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、
多
く
の
企
業
が

Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
そ
の
動
き
は
さ
ら
に
加
速
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

が
普
及
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
進
め
方
に
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
後
の
県
議
会
で
の
議

論
の
参
考
と
す
る
た
め
、
講
師
か
ら

他
の
自
治
体
や
議
会
の
事
例
を
交
え

な
が
ら
、
Ｄ
Ｘ
の
重
要
性
な
ど
に
つ

い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※ 

Ｄ
Ｘ
と
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
の
浸
透
が
人
々
の
生
活
を
あ
ら

ゆ
る
面
で
よ
り
良
い
方
向
に
変
化
さ

せ
る
こ
と
で
す
。

令
和
２
年
度
第
１
回
三
重
県
議
会
議
員
勉
強
会

を
開
催

傍
聴
者
の
皆
さ
ま
へ

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

へ
の
ご
協
力
に
つ
い
て
）


